
 

  

1. 開催目的 
有機 EL に関する科学・技術の専門家の徹底的な討論を通じて、その学術・応用研究および実用化の一層の発

展を図ることを目的とし、「有機ＥＬ討論会」第４２回例会を開催致します。有機 EL を支える基礎科学の研

究、商品価値の高い製品を開発するための技術開発について、真剣な発表と討論を行います。 

また、交流会の会場内では「オーサーインタビュー」も実施し、講演者と直接語り合える貴重な機会を設けま

す。多くの皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

2. 主 催 : 有機ＥＬ討論会 

協賛：SID 日本支部 

3. 日 時 : 2026 年 6 月 25 日（木）開場・受付 10:00、総会 10:30～11:00、 

討論会 11:00～17:30、交流会 18:00～20:00  

 6 月 26 日（金）開場・受付 9:00、討論会 9:30～16:30  

※時間は変更する場合があります。プログラム公開時に必ずご確認下さい。 

 

4. 会 場  例会会場：東京国際交流館 プラザ平成 3 階 国際交流会議場 

（ゆりかもめ「東京国際クルーズターミナル駅」東口より徒歩約 3 分） 
 〒135-8630 東京都江東区青海 2-2-1  TEL.03-5564-3030（管理センター） 

交流会会場：Sky Restaurant シーガル 

      〒135-0064 東京都江東区青海２丁目４−３２ タイム 24 ビル 11F 

5. プログラム構成 
【特別セッション】≪光変換システム≫ 

･ 「近赤外光応用を指向する有機光デバイスの開発(仮)」  

          ／北海道大学 電子科学研究所 教授 中野谷 一 氏 

･ 「希土類系ハイブリッド材料によるフォトンマネジメント  

 ― アップコンバージョンと量子カッティングによる広帯域光利用 ― 」         

          ／早稲田大学 先進理工学部化学・生命化学科 教授 石井 あゆみ 氏 

･ 「ペロブスカイト量子ドットの光学冷却(仮)」 

／千葉大学 大学院理学研究院 教授 山田 泰裕 氏 

 

【特別セッション】≪フレキシブルデバイス≫ 

･ 「フレキシブル光デバイスを用いたセンサ応用(仮)」  

          ／東京大学 大学院工学系研究科 准教授 横田 知之 氏 

･ 「伸縮性高分子半導体を用いた全伸縮性光デバイス」  

          ／東京大学 先端科学技術研究センター 准教授 松久 直司 氏 

･ 「薄膜エレクトロニクスが拓くライフ・グリーンテクノロジー」  

          ／東京科学大学 生命理工学院 教授 藤枝 俊宣 氏 

               

【受賞記念講演】 

･ 「有機ＥＬ討論会第１９回業績賞」受賞者（未定） 

 

【一般講演】 

① 一般口頭発表（発表時間：講演 15 分、質疑応答 5 分） 

② ショート口頭発表（発表時間：質疑応答なし 5 分）但し、応募件数により変更する場合があります。 

③ 学生口頭発表（発表時間：講演 1０分、質疑応答 5 分） 

【ポスター討論】 

一般講演のいずれも講演終了後に、発表者が参加者と討論する場としてポスター討論を設けます。 

【企業展示】 

展示企業ブースを設けます。 

 ２０２６年（令和８年） 

「有機ＥＬ討論会」第４２回例会 
開催案内（参加および講演の募集） 
６月２５日(木)、 ６月２６日(金) 

会場：東京国際交流館 プラザ平成（東京 お台場） 
 
 

https://www.jasso.go.jp/ryugaku/kyoten/tiec/access.html
https://www.google.co.jp/maps/place/%E3%82%AB%E3%82%B8%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%82%A4%E3%82%BF%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%B3+Sky+Restaurant+%E3%82%B7%E3%83%BC%E3%82%AC%E3%83%AB/@35.6174665,139.7751222,17z/data=!3m2!4b1!5s0x601889fe170f7e8d:0xb6c29ca3e8661ea5!4m5!3m4!1s0x601889fe1ad3ec73:0x9899f5ae1984a2ab!8m2!3d35.6174622!4d139.7773109


【交流会】 

１日目の例会終了後に交流会を開催します。 

交流会では、記念講演・特別講演を頂いた先生方とのオーサーズインタビューの機会を設け、発表や質疑応

答の時間では十分に行えなかった、より深い議論や研究交流、産学連携へと発展する対話の場をご用意いた

します。 

 

6. 技術分野 
有機ＥＬに関する諸技術および応用 

① 材料科学 ② デバイス ③ シミュレーション ④ ディスプレイ ⑤ プロセス技術 ⑥ 信頼性  

⑦ 評価技術 ⑧ アプリケーション 等 

7. 例会の参加申込み 
① 参加者（発表者、聴講者）は本会の正会員あるいは学生会員に限ります。会員でない方は、本会ホームペー

ジの「会員登録」に従い、会員登録の手続きを行って下さい。 

② 有機ＥＬ討論会ホームページに記載の「第４２回例会ホームページ」から参加申込みをお願いします。（5

月２６日（火）受付開始）お申込み後には電子メールにより受付の自動返信を致します。返信が無い場合に

は、末尾の問い合わせ先までご連絡下さい。参加申込み期限は 6 月１５日（月）です。 

③ 例会の参加費は正会員 5,000 円（不課税）、学生会員は無料です。交流会参加者は別途、交流会負担金とし

て 3,500 円（消費税込）頂きます。（学生発表者の交流会負担金は無料です） 

※注意事項：例会参加費を改定させていただきましたのでご注意願います。詳細は、有機ＥＬ討論会ＨＰを

ご覧ください。 

例会交流会共にお支払い完了後のキャンセルは受付けておりません。また、お支払い後の返金も一切できか

ねますのでご了承願います。 

④ 新型コロナウイルスの感染対策については、マスク着用、手指消毒は個人の判断に委ねさせて頂きます。体

調不良の際は感染防止上、ご自身の判断で参加を考慮して下さい。尚、今後の感染状況や政府方針により対

応を変更する場合があります。ご了承下さい。 

 

8. 一般講演の投稿要領 
8.1 投稿資格 

一般講演の投稿者は本討論会の正会員あるいは学生会員に限ります。 

8.2 学生口頭発表 

この分野を目指す学生への教育的な支援を目的として、学生口頭発表枠を設けています。口頭発表、質疑応

答、ポスター討論を通じ、教育的観点から研究の背景、目的、結果、課題などを整理することで自らの研究

の立ち位置を再確認してもらい、学生のモチベーションアップを期待します。 

8.3 投稿締切 

4 月１７日（金） 

8.4 投稿先 
有機ＥＬ討論会第４２回例会ホームページに記載の「第４２回例会投稿サイト」よりご投稿をお願いしま

す。 

8.5 予稿原稿 

A4 版 2 頁（図表を含む）の予稿原稿を PDF ファイルでご提出いただきます。論文が採択された場合は、

予稿原稿がそのままの形でオフセット印刷（モノクロ）され、講演予稿集が作成されます。尚、投稿された

データのまま正会員および学生会員に対して web 公開も致します。予稿原稿の書式は、ＨＰに記載された

「講演予稿テンプレート」の指定に従って下さい。なお、予稿原稿および講演は原則日本語とします。また、

予稿原稿のアブストラクト部分はプログラム公開と同時（5 月２６日（火）以降）に web 公開、予稿原稿全

体は 6 月１８日（木）から 1 か月間 web 公開する予定です。 

8.6 投稿論文の審査 

本討論会は審査（査読）制度を採用しており、投稿論文は下記の要件に基づいて審査致します。論文の内容

が本討論会の目的に沿わない場合、採択されないことがありますので、予めご了解下さい。なお、ショート

口頭発表・学生口頭発表を指定した投稿も受け付けます。一般口頭発表・ショート口頭発表・学生口頭発表

ともにポスター討論の対象になります。 

① 論文のオリジナリティーは必ずしも求めない。 

② 論文内容は、本討論会において、十分に議論に耐える内容であり、かつ追試できる内容であることが望

ましい。 

③ 投稿論文は論文内容を審査した結果、一般口頭発表・ショート口頭発表・学生口頭発表、または不採択

に分類する。 

 

https://yuki-tohronkai.jp/reikai_koen.htm


8.7 講演奨励賞、学生講演奨励賞 

一般口頭発表・ショート口頭発表の中から、優れた発表をした会員に対して「有機 EL 討論会講演奨励賞」

が与えられます。35 歳以下の筆頭発表者を対象に、賞状および研究奨励金（20 万円）を贈呈します。ま

た、学生口頭発表の中から、優れた発表をした学生に対して「学生講演奨励賞」が与えられます。詳しく

は、討論会 HP の表彰制度をご覧下さい。 

8.8 その他 

① お申込み後には電子メールにより受付の自動返信を致します。申込み後に返信がない場合には、末尾の

問い合わせ先までご連絡下さい。 

② 論文採否通知は 5 月２５日（月）までに電子メールでお知らせします。 

③ 発表者の方についても聴講者と同様、討論会の参加申込みを行って下さい。 

9. 情報の管理 
9.1 予稿原稿の取り扱い 

① 講演予稿集に記載された情報は、web 公開した時点で公開されたものとします。 

② 講演予稿集に掲載された著作物の著作権は、本会ならびに執筆者の両者に帰属するものとします。 

③ 予稿集原稿および講演申込部分の記載内容に関する責任は執筆者が負うものとします。 

④ 投稿締切後の予稿原稿の書き換え、あるいは講演申込の取り下げは認めません。 

9.2 本例会での情報管理 

① 本例会での録音および撮影は堅く禁止します。 

② 本例会での発表、質疑応答、討論の内容については、主催者側が記録に残すことはなく、従って知的財

産権の証拠の対象にはなりません。発言内容は自由であることを前提にしており、活発な討論を期待し

ます。 

=========================================================================================== 

【問い合わせ先】〒816-8580 福岡県春日市春日公園 6-1 九州大学ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ棟３１８「有機ＥＬ討論会事務局」  

Tel/Fax: 092-591-2705 Email : office@yuki-tohronkai.jp HPURL: http://www.yuki-tohronkai.jp/ 

http://www.yuki-tohronkai.jp/

	２０２６年（令和８年）

